
７
月
中
旬
、
阿
久
根
市
に
あ
る
鶴
翔
高

校
の
牛
舎
を
訪
問
し
た
。
牛
舎
に
い
た
の

は
、
ク
ラ
ブ
活
動「
食
農
研
究
部
」に
所
属

す
る
、
１
〜
３
年
生
の
生
徒
た
ち
。
将
来

は
畜
産
に
関
わ
る
仕
事
を
目
指
す
生
徒
が

多
く
、「
大
学
で
学
ん
だ
後
、
家
業
の
畜

産
を
継
ぐ
予
定
で
す
。
自
分
が
理
想
と
す

る
農
業
経
営
に
挑
戦
し
た
い
で
す
」と
就
農

を
意
識
す
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
厳
し

い
暑
さ
の
中
、
額
に
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
牛

の
体
重
測
定
や
餌
や
り
と
いっ
た
実
習
に
打

ち
込
む
姿
は
す
が
す
が
し
く
、
頼
も
し
い
。

「
挑
戦
・
感
動 

そ
し
て
愛
」を

モ
ッ
ト
ー
に
挑
戦
を
後
押
し

特　徴

　阿久根、阿久根農業、長島の3高校を再編成して設立。学
科は、アカデミア系列や情報ビジネス系列などを学べる総合学
科から、農業生産や流通、販売まで網羅する農業科学科、食
品技術科まであり、生徒たちは各々の興味に沿って学習を進め
られる。3年次の夏休みから、丁寧かつ実践的な進路指導が
実施される。スクールモットーは「挑戦・感動　そして愛」。和牛
甲子園には、第1回から全て出場。

令和5年度鹿児島県学校農業クラブ連盟農業鑑定競技会の畜産部門で
最優秀賞を受賞した脇田翔太さん（左から3人目）

うちの学校

和牛甲子園をはじめ、数々の大会で優秀な成績を収めている鹿児島県立鶴翔高等学校。

その強さの秘密は、次世代の担い手として就農を目指し、

真剣に学ぶ生徒たちにあった。

近隣農家やＪＡと連携し、地域に根差した農業を日々学んでいる。

夏空の下、牛とともに生き生きと学ぶ生徒たちの姿を追った。

鶴
翔
高
校
は
、
地
域
と
さ
ま
ざ
ま
な

結
び
付
き
を
持
つ
。
農
業
科
学
科
で
は
４

年
ほ
ど
前
か
ら
、
市
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た

援
農
活
動
を
実
施
。
生
徒
た
ち
は
年
に
３

回
ほ
ど
、
か
ん
き
つ「
紅
甘
夏
」や
バ
レ
イ

シ
ョ
を
栽
培
す
る
地
域
の
農
家
を
手
伝
っ

て
い
る
。
ま
た
、
和
牛
甲
子
園
や
家
畜
審

査
競
技
会
と
いっ
た
、
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
挑
戦
。
和
牛
甲
子
園
の
取

組
評
価
部
門
で
は
過
去
に
２
度
入
賞
し
、

今
年
開
催
さ
れ
た
家
畜
審
査
競
技
会（
肉

牛
の
部
）で
は
、
３
年
生
の
田
淵
翔
太
さ

ん
が
優
秀
賞
２
位
、
農
業
鑑
定
競
技
会
で

脇
田
翔
太
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
好
成
績
を
収
め
て
い
る
。

きてみて！

鹿児島県立鶴翔高等学校

鹿児島県

鹿児島県立鶴翔高等学校

校　名

鹿児島県阿久根市赤瀬川1８００

所在地

平成１７（2005年）年４月１日

設　立

213名（2023年4月時点）

生徒数

総合学科、農業科学科、食品技術科

学　科

みんな

仲良し！
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自発的な
生徒が多く
頼もしいです

牛
舎
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
月
齢
の
牛

が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
独

自
の
基
準
で
配
合
し
た
粗
飼
料
と
濃
厚

飼
料
を
与
え
て
い
る
。
過
去
に
近
隣
の
肥

育
農
家
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
内
容
を
基

に
、
学
校
側
で
ベ
ス
ト
と
思
わ
れ
る
配
合

を
編
み
出
し
、
長
年
こ
れ
に
沿
っ
て
給
餌

し
て
い
る
と
い
う
。

餌
と
し
て
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
か
す

を
乾
燥
さ
せ
た
粗
飼
料「
バ
ガ
ス
」も
与
え

て
い
る
。「『
バ
ガ
ス
』は
、
こ
の
辺
り
の

J
A
で
は
日
常
的
に
流
通
し
て
い
ま
す
。

食
物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、

牛
の
健
康
に
寄
与
す
る
の
で
、
積
極
的

に
牛
に
与
え
て
い
ま
す
」と
、
農
業
科
学

科
の
満
留
洋
先
生
は
話
す
。

ま
た
、「
牛
舎
を
も
っ
と
快
適
に
し
た

い
」（
生
徒
）と
考
え
、
食
農
研
究
部
が
主

体
と
な
り
、
牛
舎
内
の
臭
い
を
軽
減
す
る

た
め
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
納
豆

菌
、
コ
ー
ヒ
ー
か
す
、
木
炭
を
牛
床
に
散

布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
臭
効
果
を
調
べ
て

い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
加
え
、
牛
の
ス
ト
レ

ス
軽
減
の
た
め
、
灯
籠
に
色
紙
を
貼
り
、

色
別
に
よ
る
ハ
エ
の
捕
獲
の
比
較
調
査
も

試
み
て
い
る
。

独
自
に
配
合
し
た
飼
料
で

牛
た
ち
の
健
康
を
維
持

鹿
児
島
県
は
ス
マ
ー
ト
畜
産
を
推
進
し

て
お
り
、
約
５
年
前
、
県
内
の
お
よ
そ
半

数
の
農
業
高
校
に
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や

ド
ロ
ー
ン
を
整
備
し
た
。
鶴
翔
高
校
で
は
、

整
備
さ
れ
た
Ｉｏ
Ｔ
機
器
を
用
い
た
実
習
を

年
に
１
回
、
実
施
し
て
い
る
。

学
校
で
飼
養
し
て
い
る
雌
牛
の
一
部
に

は
、
発
情
期
特
有
の
行
動
を
と
る
と
管
理

者
宛
に
メ
ー
ル
で
通
知
を
出
す
バ
ン
ド
が
装

着
さ
れ
て
い
る
。
本
機
器
を
導
入
後
、
授

精
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
ケ
ー
ス
が
減
り
、

校
内
で
の
子
牛
の
生
産
頭
数
が
増
え
た
と

い
う
。生

徒
た
ち
も「
将
来
は
Ｉｏ
Ｔ
機
器
を
実

家
の
牛
舎
で
導
入
し
た
い
」と
意
欲
的
だ
。

「
Ｉｏ
Ｔ
機
器
を
導
入
す
れ
ば
労
働
環
境
が

改
善
さ
れ
、
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
も
さ
ら
に
良

く
な
る
は
ず
。
学
校
で
Ｉｏ
Ｔ
機
器
を
用
い

た
農
業
を
教
わ
っ
た
の
を
機
に
、
生
徒
が

も
っ
と
農
業
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
」と
、
農
業
科
学
科
の
学
科

長
を
務
め
る
柳
田
和
彰
先
生
は
話
す
。

I
o
T
機
器
を
使
っ
て
学
び

ス
マ
ー
ト
な
農
家
を
目
指
す

牛舎をもっと快適に！IoT でスマート畜産を推進

　繁殖、肥育45頭を飼養する鶴翔高校
では２.６haの牧草地を保有しており、乾
草用としてローズグラスを、サイレージ用
としてイタリアンライグラス、エン麦を育て
ている。満留先生によると、乾草、サイ
レージは、校内で１００%自給できている
そう。また、循環型農業を実践するべく、
学校の牛舎から出た堆肥は発酵させて
肥料にし、校内の畑に還元している。学
びを深めるため、教室を備えた牛舎が新
設される予定だ。

学校で栽培している
ローズグラス

牛の体重測定も
お手のもの

　鶴翔高校の食品ブランド「3年
A組の」は、地域内だけでなく東
京をはじめとする都市部でも人
気を集めている。ラインナップは、
地域の生産物を使ったジュース
やジャムなどの各種加工品。生
徒たちが味と思いを代々受け継
いでいる。中でも人気なのが、
味わい深く、おつまみにぴったり
な豚味噌（みそ）。

ジュースやジャムなど
多彩なラインナップ

将来の夢は、
畜産農家。
たくさんの牛を

健康に育てていける
力を身に付けたい

です

皆で工夫しながら
牛を育てています。
和牛甲子園では、
いい結果を
残したいです！

セ ー ル ス ポ イ ン ト 飼 育 の こ だ わ り

徳留 陸人さん
とくどめ  りく  と

内田 涼さん
うち だ　りょう

田淵 翔太さん
た ぶち しょうた

脇田 翔太さん
わき た　しょうた

柳田 和彰先生 満留 洋先生

実家が畜産農家で、
学校で学んだことや
研究結果は、
家の牛舎でも
生かしています

家畜審査競技会
への参加をきっかけに、
牛への関心がさらに
深まりました
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